
平成29年度　岸和田市指定管理者モニタリングチェックシート

1．基本情報

2．事業報告書の概要

利用者数推移（3ヵ年度分記入してください。）

入場料収入等推移（3ヵ年度分記入してください。）

上記推移の理由等

3．前年度モニタリングの結果を受けての取組み状況

4.モニタリングチェック

個別評価・理由・意見等

1履行確認

2サービス水準の確認

3事業収支の確認  

総合評価理由・意見等

総合評価

Ａ１

A１基本協定書・仕様書に沿った管理運営を行った。

A２適切に提供した。

A 適切に執行した。

周辺エリアを代表する文化芸術を発信する施設である。企画事業の観客動員を伸ばすためにも友の会事業の取組みや、広報に工夫を凝らし、努力した。

施設の利用状況
H27：517,873人 ／ H28：527,943人 ／ H29：589,404人

利用料金　H27：113,797,648円 ／ H28：116,658,515円 ／ H29：130,578,165円

平成27年度から29年度にかけて入場者数が増加傾向にあるのは、大ホール・小ホール・交流ホール・特別会議室の利用件数の増により、その入

場者数による点が大きい。また、利用料金が増傾向であるのは、指定管理者の事業による点と、催事の内容による附属設備費等の増のため。一

方、会議室系統、練習室の利用件数が減少傾向であり、引き継き課題としてとらえている。

28年度から指定管理者が交代し２年目にあたるが、昨年、営業面を強化し、販促先の確保に努めた。

前年度のモニタリング

結果を受けて、どのよう

な取組みが実施され

たか

・館利用者に対するアンケートを実施した。

・文化振興計画に定めた館の役割に対する企画事業の実施に努めた。

施設所管課名 魅力創造部文化国際課

管理業務の実施状況 基本協定書・仕様書に基づき、施設管理を適切に実施した。

運営業務の実施状況

企画事業は60事業を実施。平成29年度は、前指定管理者からの継続事業を取り入れつつも、新たに企画した事業にも取り組んだ。特に、高校

生にプロ演奏者からワークショップを受け、かつ出演した「ギターサミット」や、200名を越える市民が参加した、西本智実指揮による「第九」公演に取

組んだ。

公募/非公募の別 公募

指定管理期間 平成28年4月1日～平成34年3月31日

指定管理料 255,790,000円

施設名 岸和田市立浪切ホール

所在地 岸和田市港緑町１番１号

指定管理者名 南海・TVKグループ

岸和田市立浪切ホール 


